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2018 年度 最終 １月  

京大本番レベル模試 
 

日本史・採点基準 

 

Ⅰ 古代，中世・近世，近代の史料問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

Ｂ 

 (12) 「貞享暦を作成した」ことに言及していれば加点。 
 

Ⅱ 原始～近代の総合問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

 「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 

 

Ⅲ Ａ中世の日蓮宗 Ｂ明治・大正期のストライキ Ｃ55年体制下の政治（１点×30＝30点） 

＊許容解など 

ア～ソは「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 

Ⅽ 

(11) 「全面講和」を主張したことに言及していれば加点。 
 



 2 

Ⅳ ８世紀と 10世紀の対外関係，田沼政治 

（15点×２＝30点） 

◆添削記号◆ 

京大本番レベル模試・日本史の採点では，次のような添削記号を用いています。 

１．＜□□□□＞ 加点要素 

２．□□□□ 表現に難あり 

３．□□
∨
□□ 文要素の欠落／脱字 

４．□□
×
□□ 誤字（略字を含む） 

５．□□□□× 内容に誤りあり 

６．｢□□□□」 設問要求に答えていない 
 

◆共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□

で，１点のものは下線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する

（◎で示した事項，（ ）内に示した事項に内容が反していないかを確認する。許容する事例や例

外的対応などについては※で示してある）。 
２．加点要素の要件を一部しか満たしていない箇所については，それぞれの配点未満の得点を与える。

（太字・アミカケ☐☐→２点以内，二重線□□→１点，下線□□→０点） 
３．歴史用語（赤字で表示）についての誤字，当て字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表

記は，それが加点要素に直接関係する場合，１点減点。同一語句・文字がくりかえし誤っている

場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接

関係しない箇所に誤字・当て字があった場合，減点しない。 
４．欄外に設問記号を記した答案や，句読点のはみだしなど字数がわずかに超過している答案は，本

番では無効答案になる可能性もある。しかし，受験生の学力を正確に測定するという観点から，

あまりにも明白に指定条件を無視している場合を除き，採点の対象とする。 
５．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点と

してこれを超える得点は与えない。 
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(1) ８世紀と 10世紀の対外関係 

◆加点要素の合計２１点→１５点満点◆ 

 
◎８世紀における対外関係 

a 遣唐使を 20年に 1度の割合で派遣して制度〔文化〕を導入した ………３点以内 

※「遣唐使を20年に1度の割合で派遣した」「遣唐使を派遣して制度〔文化〕を導入した」は２点 

※「遣唐使を派遣した」「唐から制度〔文化〕を導入した」は１点 

b 渤海とは従属国として扱った〔朝貢を強要した〕にもかかわらず友好的な関係にあった

 ………３点以内 

c 新羅とは従属国として扱った〔朝貢を強要した〕ことで関係が悪化した ………３点以内 

 
◎10世紀における東アジアの情勢 

d （中国が）五代十国を経て宋〔北宋〕となった ………３点以内 

e （中国東北部の国家が）遼〔契丹〕に代わった ………２点以内 

f （朝鮮半島の国家が）高麗に代わった ………２点以内 

 
◎10世紀における東アジア諸国との関係 

g （新たに興ったいずれの国とも）国交を開かなかった ………２点以内 

h （私）貿易を行った ………２点以内 

i 呉越国と（民間）交流があった ………１点以内 

 
 

(2) 田沼政治 

◆加点要素の合計１９点→１５点満点◆ 

 
◎田沼意次の商業資本に注目した政策 

a 運上・冥加の徴収を意図した株仲間の公認 ………３点以内 

b 商人の出資による印旛沼・手賀沼の干拓 ………３点以内 

※「商人の出資による印旛沼〔手賀沼〕の干拓」は２点 

※「印旛沼〔手賀沼〕の干拓」は１点 

 
◎田沼意次の長崎貿易に関連する政策 

c 銅座を設置して確保した銅を輸出した ………２点以内 

d 蝦夷地を産地とする俵物を輸出した ………２点以内 

e 『赤蝦夷風説考』を著した工藤平助の意見を取り入れて蝦夷地を調査した ………３点以内 

f 蝦夷地に最上徳内を派遣した ………１点以内 

g 金や銀を輸入した ………２点以内 

h 貨幣制度の一本化をはかって計数銀貨である南鐐二朱銀を鋳造した ………３点以内 

 


